




















はじめに 

自己免疫疾患は自己の組織抗原に対する自己抗体が産生され,それが対応抗原と免疫反応

をおこすために発症する。圧倒的に女性に多い疾患で妊娠と合併する機会も多いため,自己

免疫異常婦人の妊孕動態とその治療は古くから産科学領域の大きなテーマとなってきた。

自己免疫疾患の代表である甲状腺疾患(バセドウ病,橋本病),全身性エリテマトーデス

(SLE),特発性血小板減少性紫斑病(ITP)などは妊娠に深く関連していることが報告されて

おり,特に胎児への影響については,母体で産生された自己抗体が胎児の臓器や胎盤の抗原

を標的として作用することにより流死産,子宮内胎児発育不全を来すことが知られている。 

昨年度の研究報告において,自己抗体保有婦人は胎児,新生児を含めた妊孕力に少なからず

影響を及ぼしていること,全身性エリテマトーデスに関連するループス抗凝集素と流死産

発症に相関が認められることについて報告した。本年度の研究において著者らは自己免疫

疾患を個別細分化し,それぞれの病態での妊孕動態を調査するとともに,昭和 60 年から平

成元年までの 5年間に 2000 名に及ぶ初期妊婦に自己抗体スクリーニングを施行し,自己抗

体保有婦人の妊孕動態を解析したので報告する。 


